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本書⽝現場で使える クリニカ
ルパス実践テキスト 第 2版⽞で
は，クリニカルパス（以下，パス）
の持つ意義を最大限引き出しなが
ら，活用するための基本的ノウハ
ウから実例を踏まえたヒントま
で，実践ポイントがふんだんに盛
り込まれている。初版と比べると
パスの組織づくりや運用の実例な
どの内容がさらに充実しており，
これからパスを学びたい人はもち
ろんのこと，既にパスに関わって
いる医療職にもぜひ手に取ってい
ただきたい 1冊である。
パスで重要な点は⽛患者中心⽜
のアウトカム達成にある。最近入
院した友人が見せてくれた入院時
の説明の中に，患者用パスが含ま
れていた。友人は，退院後の予定
をあれこれと話し，手術に対する
大きな期待を語ってくれた。その
話を聞きながら，パスは不安の除
去ばかりでなく将来への希望をつ
なぐ大切な手引きであることを実
感した。医療者にとってパスは，
最適効率で患者目標を達成し，在
院日数短縮を目指すために非常に

合理的な方法であることは違いな
い。ただ，われわれが忘れてはい
けないことを著者らは何度も強調
している。誰のためのパスなの
か，業務の効率を優先するのでは
なく，あらためて患者中心のパス
であるという極めて大事なマイン
ドを思い出させてくれる。
20 年以上も前，褥瘡ケアのパ
スをつくる企画を担当していたこ
とを思い出した。何をゴールにパ
スをつくるのか，そのときほど悩
んだことはない。褥瘡治癒をゴー
ルとするなら，その期間はもちろ
ん重症度で異なり，その基礎疾患
で大きく異なる。また，少なくと
も治癒には半年単位で考える必要
があり，入院中の患者に対しては
パスでは解決できない状況にあっ
た。この 20 年間の大きな変化
は，病院中心の治す医療から治し
支える医療へと，地域に住み続け
る療養者支援に大きく舵を切った
ことにある。つまり地域包括ケア
システムの導入により，療養場所
が病院から，施設，在宅などへと
変わっていく。さらには長期にわ

たってフォローアップが必要であ
ることを常に想定した医療体制が
必要となる。だからこそ，チーム
の共通理解のもとに，地域連携ク
リニカルパスの実装が求められ
る。この 2版には，初版では詳し
く触れられていなかった連携パス
の組織づくりや実装部分がフォー
カスされている。
この書を参考に，電子化パスを

踏まえて，再度褥瘡クリニカルパ
スの作成を関連学会に提案しよう
と思う。

B5判・180頁
2021年 7月
定価：3,850円
（本体 3,500円＋税10％）

［ISBN978-4-260-04641-1］
医学書院刊

現場で使える

 

 ©
IG
A
K
U
-S
H
O
IN
 L
td
, 2
02
2 

2026/09/21 11:03:05


